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まえがき 

 

我が国の運転免許保有者数は、55年末には4,300万人となり年間200万人の規模で増加しつつあ

り自動車保有台数の増加と相まって、いわゆる国民皆免許時代、大量交通時代を迎えた一方、46

年以来連続減少の交通事故発生件数は54年以降やや増加の傾向を示し、きびしい交通情勢となっ

ている。 

この交通事故の減少対策については、今日までいろいろの施策が推進されて来ているが、社会

的責任を自覚し、行動できる資質の高い運転者を更により多く育成することが必要であると考え

られる。 

そこで、自動車安全運転センターでは、一般受験者の中から約6,000人について学科知識の修得

方法、運転練習の方法等の実態と当該者の免許取得後の違反・事故の実態について調査分析を行

うとともに53年度に実施した指定教習所卒業者を対象とする「初心運転者の実態に関する調査研

究」の結果と比較検討することとした。 

本報告書はその一部として、一般受験者約6,000人のアンケート調査結果と54年中に免許取得し

た約220万人の受験者について取得後１年間の事故・違反の実態結果をとりまとめたものである。 

今後、この報告書が一般受験者の資質の向上対策に活用され交通事故防止に寄与すれば幸いで

ある。なお本調査研究に参加された委員各位と調査に御協力いただいた方々に深く感謝の意を表

する次第である。 

 

昭和56年3月 

 

 自動車安全運転センター        

理事長 中 原  歵     
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第１章 研究の目的と方法 

 

1―1 調査研究の目的 

本調査研究は、一般受験者の学科知識修得の方法、運転練習の方法等の実態を調査し、一

般受験と指定自動車教習所卒業による免許取得者の事故・違反の実態を比較検討することに

より、一般受験者の資質の向上対策に活用し、交通事故の防止に寄与しようとするものであ

る。 

 

1―2 調査研究方法 

調査の対象として、全国の普通免許取得の一般受験者のうち合格者約12万人から約6,000

人を抽出した。 

表1―1 調 査 数 
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運転練習方法、学科知識修得の方法等の実態を一般受験合格時におけるアンケート調査に

より、昭和55年９月中旬から１０月下旬にかけて行った。調査票配付数と回収数は表1－1の

とおりである。 

なお、違反・事故の実態については、警察庁の運転者管理及び交通統計用資料を活用した。 
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第２章 一般受験者の現状 

 

 

2－1 一般受験者 

運転免許制度そのものは、本来、事故防止機能を持つものであり、特に、運転免許試験制

度は、この安全運転能力の有無について判定し道路から危険な運転者を排除しようとするも

のである。 

運転免許試験は、免許の種別ごとに、自動車等の運転に必要な適性、自動車等の運転に必

要な技能、自動車等の運転に必要な知識について行われることになっているが、指定自動車

教習所を卒業し、適法に発行された卒業証明書を有する者は、技能検定を受けた日から起算

して１年以内であれば、自動車等の運転に必要な技能が免除されることとなっている。とこ

ろが、諸般の理由により、指定自動車教習所に入所せず、公安委員会が管理する試験場等に

おいて試験を受ける者がいる。この者をいわゆる一般受験者といい、その多くの者は、公安

委員会の指定を受けていないいわゆる非指定自動車教習所や個人指導員あるいは知人、友人

等から指導を受けてから受験しているのが現状である。 

 

2－2 一般受験者の推移 

運転免許保有者数は、昭和48年６月に3,000万人を突破し、さらに昭和54年６月には4,000

万人を超えて、昭和55年12月末現在で4,300万383人となった。特に、最近は女性の免許保有

者の増加が目立ち、最近３年間における女性の増加率（36.1％）は、男性の増加率（9.5％）

の3.8倍となっており、その間における増加数においても女性（333万9,173人）が男性（263

万8,288人）を上回っている。 

普通免許の学科試験、技能試験の一般合格者数は、昭和52年をピークに年々減少傾向にあ

り、昭和53年中は、学科試験で－5,543人（－3.8％）、技能試験で－4,051人（－3.0％）、

昭和54年中は、学科試験で－869人（－0.6％）、技能試験で－1,424人（－1.1％）、昭和55

年中は、学科試験で－15,769人（－11.3％）、技能試験で－12,561人（－9.6％）となってい

る。この減少傾向は、最近の道路交通においては、複雑多岐にわたる情報の入手とこれに合

った適切な運転操作が要求される結果、基礎から系統だった教育が受けられる指定自動車教

習所へ入所を希望する者が増加したことにもよるが、一般受験者の主体である男性の免許保

有率が高くなったことも原因のひとつであると考えられる。 
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表2－1 学科試験の一般合格者の年別推移 

 

 

 

表2－2 技能試験の一般合格者の年別推移 

 

 

 

表2－3 指定自動車教習所卒業者の年別推移 
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第３章 初心運転者の事故と違反 

 

 

3－1 調査対象 

調査の対象は、昭和54年中（１月～12月）に普通免許を取得した、全初心運転者とし、各

人の免許取得の日から１年間の事故と違反の状況を抽出した。 

第3－1は、抽出者数の内訳である。 

 

表3－1 抽 出 者 数 

 

 

 

3－2 事故の実態 

図3－1は、事故者率を練習区分別（指定教習所、非指定教習所、貸コース、その他）、性

別、年齢別に示したものである。男性の指定教習所卒業者1,136,205人中人身事故を起した者

は32,470人で、事故件数にすると傷害28,079件、死亡293件であった。事故者率は2.86％であ

る。年齢別にみると、18～19歳の4.32％が最大で、年齢とともに順次下がり40歳以上では

1.24％である。非指定教習所卒業者は38,543人で人身事故を起した者は1,308人で、事故件数

にすると傷害1,120件、死亡14件である。事故者率は3.39％で指定教習所卒業者に比べ0.53％

高い。年齢別にみると18～19歳の5.07％を最大に、指定教習所卒業者と同様に年齢とともに

下がって、40歳以上では1.35％となっている。貸コースやその他の方法で練習した者も同様

の傾向を示し、事故者率は、それぞれ3.02％と2.83％である。 

女性の指定教習所卒業者960,989人中、人身事故を起した者は8,955人で、事故件数にする

と傷害7,864件、死亡65件であった。 

事故者率は0.93％である。年齢別にみると18～19歳が最大で1.25％であるが男性のような

年齢と共に減少する傾向はなく、40歳以上が1.05％と大きく、25～29歳が0.77％で最小であ

る。また年齢による差は男性程大きくはない。非指定教習所卒業者17,351人中人身事故を起

した者は197人で事故件数にすると傷害174件、死亡0件であった。事故者率は1.14％で指定教

習所卒業者に比べて0.21％高い。年齢別にみると18～19歳が最大で1.45％、30～39歳が0.77％

で最小である。また年齢による差は、指定教習所卒業者同様、男性程大きくはない。 
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貸コースやその他の方法で練習した者の事故者率は、それぞれ1.07％、0.89％である。 

 

図3－1 初心運転者（54年中の普通免許取得者）の１年目の事故者率 

 

 

図3－2は、初回事故時の違反内容の構成を示したものである。事故時には違反コードが複

数個つくことがある。（例えば酒気帯びと追い越し違反というように。）男性の全事故者

37,306人に対して違反は38,960件で１人あたり1.04件である。また、女性の全事故者9,405

人に対して違反は9,695件で１人あたり1.03件となる。内容的には安全運転義務違反が圧倒

的に多く、男性の場合は58.9％、女性では56.2％である。図には安全運転義務違反とその他

は示していない。男女共、徐行、優先通行、信号無視の違反が目立つ。また、男性では、酒

気帯びが多く、女性では歩行者保護違反が多い。貸コースで練習した者については、男女共

に信号無視、徐行追い越し等の違反が目立ち、路上における安全行動上のマナーの欠除がみ

られる。 
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図3－2 初回事故時の違反内容の構成率（重複） 
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3－3 違反の実態 

図3－3は、前節と同様の方法で違反者率について示したものである。男性の指定教習所卒

業者1,136,205人中、違反で取締られた者（以下違反者という）は413,459人で、件数にして

697,290件であり、違反者率は36.4％、違反率は61.4％である。違反者率を年齢別にみると18

～19歳の44.5％を最大に、25～29歳では若干増加するものの年齢と共に漸減し、40歳以上で

は21.1％となる。 

非指定教習所卒業者38,543人中違反者は16,186人で、件数にして28,619件、違反者率42.0％、

違反率74.3％で、いずれも指定教習所卒業者よりも高い。違反者率を年齢別にみると18～19

歳の46.5％を最大に、年齢とともに順次下がり、40歳以上で25.4％となる。貸コースやその

他の方法で練習した者も同様の傾向を示し、違反者率はそれぞれ42.2％、42.7％である。 

女性の違反は、男性のような年齢による明確な傾向はみられない。指定教習所卒業者

960,989人中、違反者は105,838人で、件数にして130,095件であり、違反者率は11.0％、違反

率は13.5％である。 

非指定教習所卒業者17,351人中違反者は2,291人で件数にして2,819件、違反者率は13.2％

違反率は16.3％である。いずれも指定教習所卒業者よりも高い。 

貸コースで練習した者の違反者率は13.6％、その他の方法で練習した者の違反者率は

11.3％である。 

 

図3－3 初心運転者（54年中の普通免許取得者）の１年目の違反者率 
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図3－4は、１年間に３回以上の違反をした者の年齢別の割合を示したもので、全違反者の

傾向と同様である。 

男性の場合、３回以上の違反者率は指定教習所卒業者6.0％、非指定教習所卒業者7.8％、

貸コース7.9％、その他が8.5％である。 

女性の場合は、それぞれ0.4％、0.5％、0.8％、0.5％である。 

図3－5は、初回違反の内容の構成を示したものである。違反の場合も、事故時と同様に違

反コードが複数個つくことがある。男性の全違反者数482,209人に対して違反コードは

489,800件で１人あたり1.02件である。 

また、女性の全違反者数111,318人に対して違反は112,038件で、１人あたり1.01件となる。

内容的には、速度違反が目立って多く、男性の場合は26.9％、女性が21.5％である。全体に

男女の傾向はほぼ等しく、男女とも通行禁止、徐行等の違反が多い。 

 

図3－4 初心運転者（54年中の普通免許取得者）の１年目の３回以上違反者率 
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図3－5 初回違反の内容構成率（重複） 
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3－4 取消処分の実態 

運転免許取消処分をなされた者は、男性は4,733人、女性は83人である。 

図3－6は、取消しをされた原因の構成を男性について示したもので、違反が約60～70％、

傷害事故が約20～30％、死亡事故が約3～6％である。 

図3－7は、その年齢別構成で、どの原因においても若年者が多いのが目立つ。 

 

図3－6 取消処分の原因構成率 

 

 

図3－7 取消原因の年齢別構成（男） 
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3－5 事故と違反の関係 

初心運転者の事故と違反の関係を指定教習所卒業者について示したのが表3－2である。無

事故無違反者は98.6％である。事故１回の者についてみると無違反のグループでは1.3％、

違反１回のグループで3.1％というように以下順次違反の回数が多いグループ程事故者の割

合が多くなっている。事故２回の者についても同様の傾向がみられる。 

表3－3は、非指定教習所、貸コース、その他の方法で練習した者全部の事故と違反の関係

を示している。この場合も前述の傾向がみられる。 

表3－2 違反回数と事故回数の関係（指定教） 

 

 

表3－3 違反回数と事故回数の関係（非指定教等） 
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第４章 アンケート調査結果 

 

 

4－1 集計方法 

アンケート調査を実施した結果6,224人の調査票を回収したが、そのうち有効に使用でき

るものは6,178サンプルであった。その内訳を図4－1に示す。 

集計は技能練習方法に主眼をおき、非指定教習所のみで指導を受けた者、指定教習所と非

指定教習所で指導を受けた者、指定教習所と非指定教習所と親兄弟・友人等で指導を受けた

者、非指定教習所と親兄弟等で指導を受けた者、親兄弟・友人等のみで指導を受けた者、指

定教習所と親兄弟・友人等で指導を受けた者、指定教習所のみで指導を受けた者と７種類に

区分しとりまとめた、また、練習方法別とは区分方法をかえ、非指定教習所の種類に着目し

て、非指定教習所で指定を前提とした所とその他の所、コースを持っていない所、個人指導

員の４種に区分しとりまとめた。 
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図4－1 調査回答者の内訳（％）（調査人数6,178人） 
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4－2 性別・年齢別・職業別・地方別の実態 

（1）性別・年齢別の実態 

免許の取得目的 

普通免許を取得する主な目的は男性では「仕事」が多く58％である。その割合は30歳代、

40歳代が特に多く78～79％である。18～19歳では「通勤通学」「特に目的はない」がそれぞ

れ16％、10％となっている。 

女性では「通勤通学」が多く30％、次いで「買物・用足し等」が27％と多い。18～19歳で

は「通勤通学」が38％と多いが、30歳代、40歳代では「仕事」がそれぞれ29％、44％と多い。

「買物・用足し等」は30歳代に多く36％である。 

 

問１ あなたが、今回普通免許をとる主な目的は次のうちどれですか。（１つだけ○印をつけて

ください。） 
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問１ あなたが、今回普通免許をとる主な目的は次のうちどれですか。（１つだけ○印をつけて

ください。） 
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運転頻度 

車の運転ひん度は、男性では「ほとんど毎日」が62％である。18～19歳では「ほとんど

毎日」は48％であり、「わからない」と答えた者が15％もある。30歳代では「ほとんど毎

日」が75％もある。 

女性では「ほとんど毎日」は男性に比べて少なく42％である。「わからない」と答えた

者は15％ある。30歳代では「ほとんど毎日」が50％と多い。 

 

問２ あなたは、今後普通自動車をどれ位運転される予定ですか。 
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問２ あなたは、今後普通自動車をどれ位運転される予定ですか。 
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仮免学科試験の受験回数 

仮免許の学科試験回数は、男性は「１回」が74％である。18～19歳は「１回」が78％で

あるが年齢が増すにつれて下がり、40歳代では63％となる。３回以上は9％である。 

女性は「１回」が78％で、20歳代が81％、30歳代が79％と男性と異った傾向を示す。 

 

問10 仮免許の学科試験に合格するまでの受験回数は？ 
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仮免技能試験の受験回数 

仮免許技能試験の受験回数は、男性は59％の者が4回以内である。１回で合格する者は

18～19歳で19％であるが、年齢が増すにつれ順次下がり、40歳以上では9％となる。４回

以内の者について考察すると、18～19歳が55％、20～29歳が60％、30～39歳が65％と逆

の傾向を示す。 

女性の場合は４回以内は41％で男性より少ない。年齢別では20～29歳の４回以内が

44％で最も成績がよいが、年齢が増すとともに減少し、40歳以上では26％となる。 

 

問11 仮免許の技能試験に合格するまでの受験回数は（公認の教習所で修了検定を受けた人はそ

の回数）？ 
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問11 仮免許の技能試験に合格するまでの受験回数は（公認の教習所で修了検定を受けた人はそ

の回数）？ 
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本免許学科試験の受験回数 

本免許の学科試験受験回数は、男性、女性ともほぼ同一で約70％の者が「１回」で合格

している。 

 

問12 本免許の学科試験に合格するまでの受験回数は？ 
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本免許技能試験の受験回数 

本免許の技能試験受験回数は、男性は「１回」が45％、「２回」以内が69％であり、30

歳代が最も成績がよい。女性は「１回」が34％、「２回」以内が57％で年齢が増すにつれ

て順次減少している。 

 

問13 本免許の技能試験に合格するまでの受験回数は？ 
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免許取得に要した費用 

男性は５万円以内が35％である。18～19歳は23％と意外に少ないが、15万円未満で比較

すると78％である。 

女性は５万円以内が5％である。18～19歳は3％と少ないが、15万円未満で比較すると男

性と同様に51％と多い。 

 

問14 あなたが、今日までに使った費用はどれ位ですか（交通費、試験手数料等は除く） 
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問14 あなたが、今日までに使った費用はどれ位ですか（交通費、試験手数料等は除く） 
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（2）職業別の実態 

免許の取得目的 

普通免許を取得する主な目的のうち「仕事」と回答したのは、自営業、農林漁業、自由

業に多く、それぞれ89％、83％、7196である。「通勤通学」と回答したのは公務員、団体

職員に多く、それぞれ54％、47％である。「買物・用足し等」は主婦に多く51％である。 

また、学生のうち27％は特に目的をもっていない。 
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問１ あなたが、今回普通免許をとる主な目的は次のうちどれですか。（１つだけ○印をつけて

ください。） 
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運転頻度 

車の運転ひん度は「ほとんど毎日」と回答したのは自営業、自由業、農林漁業等に多く

それぞれ81％、73％、72％である。 

 

問２ あなたは、今後普通自動車をどれ位運転される予定ですか。 
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（3）地方別の実態 

免許取得目的 

普通免許取得の主な目的は「仕事」と回答した率が高いのは四国、近畿、東北で、それ

ぞれ57％、56％、54％である。「通勤通学」は北海道が多く29％である。「レジャー等」

は関東が多く19％である。 

 

問１ あなたが、今回普通免許をとる主な目的は次のうちどれですか。（１つだけ○印をつけて

ください。） 
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教習所の種別 

非指定教習所または個人指導員の種類で「コースを有しない教習所」の多いのは、関東、

北海道、四国に多くそれぞれ53％、42％、32％である。個人指導員は北海道、東京、関東、

四国に多くそれぞれ30％、28％、27％、27％である。 

今回の仮免許や本免許の技能試験を受けるために、公安委員会から公認されていない教習

所又は個人指導員から運転の指導を受けたことが「ある」と答えた人だけが記入してください。 

問6－1 その教習所又は個人指導員の種類は？ 
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運転練習場所 

親兄弟・友人等に技能指導を受けた時の練習場所は「空地広場」が多く、全体で46％であ

るが特に九州、中国、近畿に多く、それぞれ55％、54％、54％である。東北地方では「その

他のコース」が多く63％、「免許試験場のコース」を使用したのは四国、北海道に多くそれ

ぞれ49％、41％である。 

 

問7－2－1 親兄弟友人等に技能指導を受けた時の主な練習場所は？（１つだけ○印をつけてくだ

さい。） 
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免許取得に要した費用 

費用は、「10万円未満」の者は東北、中部に多く、それぞれ62％、59％である。「15万

円未満」で比較すると、四国、九州、東北が多く、それぞれ87％、80％、79％である。 

 

問14 あなたが、今日までに使った費用はどれ位ですか（交通費、試験手数料等は除く） 
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4－3 技能練習方法別の実態 

本節では調査票の問５（指定教習所）、問６（非指定教習所及び個人指導員）、及び問７

（親・兄弟・友人）の技能指導を受けた回答から、次の７種類に分類し集計を行なった。 

① 非指定教習所のみ 

② 指定教習所＋非指定教習所 

③ 指定教習所＋非指定教習所+親兄弟・友人 

④ 非指定教習所＋親兄弟・友人 

⑤ 親兄弟・友人のみ 

⑥ 指定教習所＋親兄弟・友人 

⑦ 指定教習所のみ 

免許取得目的 

技能練習方法について回答した者は5,939人である。普通免許を取得する主な目的は「仕

事」が最も多く、全体で48％であるが、親兄弟・友人等に指導を受けた者は特に多く、72％

が「仕事」と答えている。 

問１ あなたが、今回普通免許をとる主な目的は次のうちどれですか。（１つだけ○印をつけて 

ください。） 
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運転頻度 

運転ひん度は「ほとんど毎日」が全体で57％である。親兄弟・友人等に指導を受けた者

は特に多く79％が「ほとんど毎日」と答えている。 

 

問２ あなたは、今後普通自動車をどれ位運転される予定ですか。 
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現有免許の種類 

現在何等かの免許を持っていると回答したのは5,939人中1,628人で、27.4％である。 

現有免許の種類は「原付免許」が多く、次いで「二輪免許」である。親兄弟・友人等に

指導を受けた者は特に二輪免許の構成率が高く、親兄弟・友人等と指定教習所に指導を受

けた者が47.7％、親兄弟・友人等のみに指導を受けた者は43.0％である。 

 

現在何等かの運転免許を「持っている」と答えた人だけが記入してください。（1,628人） 

問3－1 その免許の種類は？（持っている全部の免許に○印をつけてください。） 
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過去の取得免許の種類 

過去に普通自動車を運転することができる免許を持っていた者は5,939人中1,860人で

31.3％である。 

過去の免許の種類は普通免許が多く、全体で92.8％である。大型免許を持っていた者は

12.7％である。練習方法別には大きな差異はない。 

過去に普通自動車を運転することができる免許を持っていたことが「ある」と答えた人だ

けが記入してください。（1,860人） 

 

問4－1 その免許の種類は？（持っていた全部の免許に○印をつけてください。） 
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免許の朱効理由 

過去の免許を失った理由は、取消された者が多く、全体で79％、今回親兄弟・友人等に

指導を受けた者が特に多く86％である。 

 

問4－2 その免許を失効させた理由は？ 
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失効後再取得までの期間 

過去の免許を失効してアンケート回答時までの期間は「１年以上２年未満」が多く全体

で56％である。指定教習所のみの者は63％、親兄弟・友人等に指導を受けた者は61％であ

る。 

 

問4－3 その免許が失効してから今日までの期間は？ 
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指定教習所を中途退所した理由 

指定教習所で指導を受けたことがある人は5,939人中774人で13.0％である。 

指定教習所を卒業しなかった理由は、「自信がつき合格すると思った」者が全体では18％、

指定教習所のみで指導を受けた者は23％である。「費用がかかり過ぎる」と回答した者は、

全体では27％で、指定教習所と親兄弟・友人等に指導を受けた者が33％と多い。指定教習

所のみで指導を受けた者では27％が「教習期間中に教習が終了しなかった」と答えている。 

 

今回の仮免許や本免許の技能試験を受けるために、公安委員会公認の教習所で運転の指導を受

けたことが「ある」と答えた人だけが記入してください。 

 

問5－1 その教習所を卒業しなかった主な理由は？（１つだけ○印をつけてください。） 
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指定教習所に入所しなかった理由 

指定教習所で指導を受けた事がないと回答した者は5,939人中5,165人であるが、受けな

かうた主な理由は、「時間的に通うことができなかった」が全体で25％、「料金が高い」

とした者が20％である。親兄弟・友人等に指導を受けた者は40％が「行くまでもないと思

った」と答えている。 

 

今回の仮免許や本免許の技能試験を受けるために、公安委員会公認の教習所で運転の指導を受

けたことが「ない」と答えた人だけが記入くてください。 

 

問5－3 公認の教習所で指導を受けなかった主な理由は？（１つだけ○印をつけてください。） 
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指導を受けた非指定教習所の種類 

非指定教習所又は個人指導員から指導を受けた者は、5,939人中4,030人で68％である。 

指導を受けた非指定教習所の種類を、現在非指定であるが「将来指定を受けることを前提

としている教習所」、「非指定教習所」、「コースを有しない教習所」、まったく１人でや

っている「個人指導員」の４種類に区分して集計したところ、「非指定教習所」が最も多く

55％である。非指定教習所と親兄弟・友人等に指導を受けた者は特に「非指定教習所」に行

った者が多く67％である。 

 

今回の仮免許や本免許の技能試験を受けるために、公安委員会から公認されていない教習所又

は個人指導員から運転の指導を受けたことが「ある」と答えた人だけ記入してください。 

 

問6－1 その教習所又は個人指導員は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

－４４－ 



指導を受けた教習所の認知媒体 

非指定教習所を知った方法は「友人・知人等に聞いて」が最も多く、全体で53％であ

る。 

 

問6－2 あなたが指導を受けた教習所（個人指導員）を知ったのは？（１つだけ○印をつけて

ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－４５－ 



合宿教習 

合宿した者は少なく、通いがほとんどで全体で98％である。 

 

問6－3 指導を受けたのは通いでしたか、それとも泊り込み（合宿）でしたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－４６－ 



指導を受けた期間 

指導を受けた期間は、全体で「２ケ月未満」が54％である。「６ケ月以上」かかった者

も5％いる。指定教習所と非指定教習所と親兄弟・友人等の三者に指導を受けた者は10日未

満が45％と多い。 

 

問6－4 指導を受けた期間は？（指導を受けはじめた日から受けなくなった日までの期間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－４７－ 



指導を受けた時間帯 

指導を受けた時間帯は、全体では午前８時～正午が27％、正午～午後５時が25％であ

る。 

 

問6－5 指導を受けた主な時間帯は？（１つだけ○印をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－４８－ 



指導を受けた間隔 

指導を受けた間隔は、「ほとんど毎日」が全体では52％である。指定教習所と非指定教

習所と親兄弟・友人等の三者で指導を受けた者は「一定していなかった」と答えたのが24％

もある。 

 

問6－6 指導を受けた間隔は？（１つだけ○印をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－４９－ 



指導を受けた1日の最大時間 

１日で一番多く指導を受けた時間数は「２時間位」が最も多く全体で48％である。「１

時間位」は非指定教習所と親兄弟・友人等に指導を受けた者に多く29％である。 

 

問6－7 １日で一番多く指導を受けたときの時間数は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－５０－ 



指導を受けた１日の最小時間 

１日で一番少なかったときの時間数は「１時間位」が最も多く、全体で56％である。指

定教習所と非指定教習所の両者で指導を受けた者では「１時間位」が64％と多い。非指定

教習所と親兄弟・友人の両者から指導を受けた者は「30分位」の者も多く30％であった。 

 

問6－8 １日で一番少なかったときの時間数は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－５１－ 



仮免許取得までに指導を受けた時間数 

仮免許を取るまでに非指定融習所から指導を受けた時間数は「30時間」未満が全体では

66％である。 

練習方法別では、指定教習所と非指定教習所の両者で指導を受けた者の「30時間」未満

は54％と若干少い。 

 

問6－9 仮免許を取るまでに公認されていない教習所又は個人指導員から指導を受けた時間数 

は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－５２－ 



仮免許取得後、指導を受けた時間数 

仮免許を取った後に非指定教習所から指導を受けた時間数は、「11時間」未満は全体で

53％である。指定教習所と非指定教習所の両者で指導を受けた者の「11時間」未満は64％

で、仮免許を取るまでの進度と取った後の進度は逆現象となっている。 

 

問6－10 仮免許を取った後に公認されていない教習所又は個人指導員から指導を受けた時間数 

は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－５３－ 



指導員の教え方 

指導員の教え方が「よかった」と答えた者は全体で63％で、「まあまあ」まで加えると

94％となる。非指定教習所のみで指導を受けた者は「よかった」と答えた率が高く68％で

ある。 

 

問6－11 指導員の教え方は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－５４－ 



指導員の教え方のよかった理由 

よかったと答えた2,555人について、その理由をまとめると、全体では「わかりやすく

教えてくれた」が最も多く58.4％である。次いで「熱心に教えてくれた」が54.1％である。 

 

指導員の教え方が「よかった」と答えた人だけが記入してください。（2,555人） 

問6－11－1 その理由は？（あてはまるものにいくつでも○印をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

－５５－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－５６－ 



教習車両の整備状況 

教習車両の整備状況は、「よかった」が39％で、「普通」を加えると93％は満足してい

るようである。非指定教習所と親兄弟・友人に指導を受けた者は、「悪かった」と答えた

者が一番多く9％である。 

 

問6－12 教習車両の整備状況は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－５７－ 



非指定教習所に対する不満 

非指定教習所に不満を持っている880人についてその理由をまとめると、全体では「なか

なか試験に合格しない」が26.4％、「約束した時間に教習が受けられない」が17.6％、「指

導員や職員の質が悪かった」が17.6％である。 

非指定教習所のみで指導を受けた者は、「なかなか試験に合格しない」が最も多く29.4％

である。指定教習所と非指定教習所の両方で指導を受けた者は「指導員や職員の質が悪か

った」と「教習車両が悪かった」が同率で23.5％である。指定教習所と非指定教習所の両

方で指導を受けた者は「指導員や職員の質が悪かった」が最も多く38.9％である。指導を

受けた教習所又は個人指導員に対し不満を持ったことが「ある」と答えた人だけが記入し

てください。（880人） 

問6－13―1 その理由は？（あてはまるものにいくつでも○印をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－５８－ 



 

 

 

 

 

 

 

－５９－ 



 

 

 

 

 

 

－６０－ 

 



仮免許取得までに親兄弟・友人等に指導を受けた時間数 

親兄弟・友人等から運転の実地指導を受けたことがある者は3,648人で61.4％である。仮

免許を取るまでに親兄弟・友人等に指導を受けなかった者は全体では50％あり、指定教習

所と親兄弟・友人等に指導を受けた者では特に受けなかった者が多く65％である。 

 

今回の仮免許や本免許の技能試験を受けるために、親・兄弟・友人等から運転の実地指導を受

けたことが「ある」と答えた人だけ記入してください。 

問7－2 仮免許を取るまでに親兄弟・友人等に指導を受けた時間数は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－６１－ 



仮免許取得までの練習場所 

仮免許を取るまでに親兄弟・知人等に指導を受けなかった者を除く1,802人の主な練習場

所は、「空地・広場等」が最も多く46％、特に親兄弟・友人等にのみ指導を受けた者は55％

が「空地・広場」を使用している。 

 

問7－2－1 仮免許を取るまでの主な練習場所は？（１つだけ○印をつけてください。） 

（1,802人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－６２－ 



仮免許取縛後の路上教習日数 

仮免許を取った後、親兄弟・友人等に指導を受けた日数は、全体では「５日」が42％で

ある。非指定教習所と親兄弟・友人等の両者に指導を受けた者は「５日」が52％となって

いる。 

 

問7－3 仮免許を取った後、路上で親兄弟・友人等に指導を受けた日数は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－６３－ 



学科の勉強方法 

学科の勉強は「自分で」が全体では78％であり、特に親兄弟・友人等にのみ指導を受け

た者については「自分で」が94％となっている。 

 

問８ 学科の勉強は主としてどのような方法でしましたか。（１つだけ○印をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

－６４－ 

 



学科試験のための参考書 

学科の勉強に使った参考書は、学科教本、試験問題集、交通の教則の順に多い。 

 

問９ 学科の勉強に使った参考書は、次のうちのどれですか（あてはまるものに、いくつでも○

印をつけてください）（5,939人） 

 

－６５－ 



 

 

 

 

－６６－ 



仮免許学科試験の受験回数 

仮免許の学科試験受験回数は、「１回」が75％である。 

問10 仮免許の学科試験に合格するまでの受験回数は？（5,939人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－６７－ 



仮免許技能試験の受験回数 

仮免許の技能試験受験回数は、全体では54％の者が「４回」以内である。指定教習所で

学んだことのある者は「１回」が48～49％と多い。 

 

問11 仮免許の技能試験に合格するまでの受験回数は？（公認の教習所で修了検定を受けた人は

その回数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－６８－ 



本免許学科試験の受験回数 

本免許の学科試験回数は、全体で71％が「１回」である。 

問12 本免許の学科試験に合格するまでの受験回数は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－６９－ 



本免許技能試験の受験回数 

本免許の技能試験受験回数は、全体では42％が「１回」である。親兄弟・友人等のみ、

あるいは非指定教習所のみに指導を受けた者は成績がよく、それぞれ49％と45％が「１回」

である。 

 

問13 本免許の技能試験に合格するまでの受験回数は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－７０－ 



免許取得に要した費用 

免許取得に使用した費用は、全体では66％が「15万円」未満である。親兄弟・友人等に

指導を受けた者は、64％が「５万円」未満である。 

 

問14 あなたが、今日までに使った費用はどれ位ですか（交通費、試験手数料等は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－７１－ 



頭初予定額との違い 

免許取得に費した金額が最初の予定より多いと答えたのは、全体では29％である。特に

指定教習所と非指定教習所の両者で指導を受けた者は54％が予定より多いと答えている。 

 

問15 その金額は最初の予定とくらべてどうですか。 

 

 

 

 

 

 

 

－７２－ 



4－4 非指定教習所別の実態 

前節では技能練習方法で考えられる７種類の組合わせ区分でアンケートの設問全部につい

て単純集計を行った。 

本節では、技能練習方法の組合せには関係なく、非指定教習所で技能指導を受けたことが

ある全員について教習所の種類毎に単純集計をすることにした。非指定教習所の区分は「非

指定教習所で指定を前提としている所」「非指定教習所」「コースを有しない教習所」「個

人指導員」の４種とした。本節の分析で有効サンプル数は3,989人である。 

免許取得目的 

普通免許をとる主な目的は「仕事」が38％で「通勤・通学」が22％である。教習所の種

類による差異はほとんどない。 

 

問１ あなたが、今回普通免許をとる主な目的は次のうちどれですか。（１つだけ○印をつけて

ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

－７３－ 



運転頻度 

運転ひん度は「ほとんど毎日」が全体では48％である。個人指導員に指導を受けた者は

「ほとんど毎日」が多く51％である。 

 

問２ あなたは、今後普通自動車をどれ位運転される予定ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－７４－ 



現有免許の種類 

現在何等かの運転免許を持っているのは、3,989人中1,143人で28.7％である。 

現有免許の種類は「原付免許」が多く、次いで「二輪免許」で、それぞれ82.9％と28.0％

である。 

 

現在何等かの運転免許を「持っている」と答えた人だけが記入してください。（1,143人） 

問3－1 その免許の種類は？（持っている全部の免許に○印をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

－７５－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－７６－ 



過去の取得免許の種類 

過去に普通自動車を運転できる免許を持っていたのは3,989人中686人で17.2％である。 

過去に持っていた免許の種類は、全体で普通免許が92.3％で、大型免許が13.1％である。

個人指導員に指導を受けた者には、普通第二種免許を持っていた者が8.2％と多い。 

 

過去に普通自動車を運転することができる免許を持っていたことが「ある」と答えた人だけガ

記入してください。（686人） 

問4－1 その免許の種類は？（持っていた全部の免許に○印をつけてください。） 

 

 

 

 

－７７－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－７８－ 



免許の失効理由 

過去の免許の失効理由は全体では「取消された」が72％と多い。 

 

問4－2 その免許を失効させた理由は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－７９－ 



失効後再取得までの期間 

過去の免許を失効してからアンケート時までの期間は「１年以上２年未満」が多く50％

である。 

問4－3 その免許が失効してから今日までの期間は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－８０－ 



指定教習所に入所しなかった理由 

指定教習所で指導を受けなかった者3,793人についてその理由を聞くと「時間内に通うこ

とができなかった」と「近くになかった」がそれぞれ26％と15％である。「近くになかっ

た」と答えた者は指定を前提としない教習所で指導を受けた者に多く38％である。「時間

内に通うことができなかった」者は個人指導員やコースなしの教習所で指導を受けた者が

多く、それぞれ38％と36％である。 

 

今回の仮免許や本免許の技能試験を受けるために公安委員会公認の教習所で運転の指導を

受けたことが「ない」と答えた人だけが記入してください。 

問5－3 公認の教習所で指導を受けなかった主な理由は？（１つだけ○印をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－８１－ 



指導を受けた教習所の認知媒体 

指導を受けた非指定の教習所または個人指導員を知ったのは「友人・知人等に聞いた」

が全体では54％、個人指導員について指導を受けた者では60％と最も多い。 

 

今回の仮免許や本免許の技能試験を受けるために、公安委員会から公認されていない教習所又

は個人指導員から運転の指導を受けたことが「ある」と答えた人だけが記入してください。 

問6－2 あなたが指導を受けた教習所（個人指導員）を知ったのは？（１つだけ○印をつけて  

ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－８２－ 



指導を受けた期間 

指導を受けた時期は、指定を前提とする教習所が最も厳しく、「２ケ月未満」は31％で

ある。非指定教習所は62％である。 

 

問6－4 指導を受けた期間は？（指導を受けはじめた日から受けなくなった日までの期間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－８３－ 



指導を受けた時間帯 

指導を受けた主な時間帯は、全体では「午前８時～正午」が27％、「正午～午後５時」

が25％である。「午前８時前」は、個人指導員とコースなし教習所で指導を受けた者に多

く、それぞれ14％と13％である。 

 

問6－5 指導を受けた主な時間帯は？（１つだけ○印をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－８４－ 



指導を受けた間隔 

指導を受けた間隔は、全体では「ほとんど毎日」が最も多く52％である。指定を前提と

する教習所で指導を受けた者では69％である。 

 

問6－6 指導を受けた間隔は？（１つだけ○印をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－８５－ 



指導を受けた1日の最大時間 

１日で一番多く指導を受けた時間数は、全体では「２時間位」が最も多く48％である。

非指定教習所は「１時間位」が28％もある。 

 

問6－7 １日で一番多く指導を受けたときの時間数は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－８６－ 



指導を受けた1日の最少時間 

１日で一番少なかったときの時間数は、全体では「１時間位」が最も多く56％である。

指定を前提とする非指定教習所で指導を受けた者は「１時間位」がさらに多く74％である。 

 

問6－8 １日で一番少なかったときの時間数は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－８７－ 



仮免許取得までに指導を受けた時間数 

仮免許を取るまでに指導を受けた時間数は全体では「18～30時間」が35％である。「18

時間未満」で比較すると、非指定教習所で指導を受けた者は39％である。 

 

問6－9 仮免許を取るまでに公認されていない教習所又は個人指導員から指導を受けた時間数 

は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－８８－ 



仮免許取得後指導を受けた時間数 

仮免許を取った後に指導を受けた時間数は全体で「５～10時間」が最も多く22％である。

「11時間未満」で比較すると、非指定教習所は61％と多い。 

 

問6－10 仮免許を取った後に公認されていない教習所又は個人指導員から指導を受けた時間数 

は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－８９－ 



指導員の教え方 

指導員の教え方は、全体では「よかった」が63傷であり、「まあまあであった」を加え

ると94％である。指定を前提とした教習所で指導を受けた者は、特に不満が少く「よくな

かった」と答えたのは2％である。 

 

問6－11 指導員の教え方は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－９０－ 



指導員の教え方のよかった理由 

指導員の教え方が「よかった」と答えた者にっいてその理由を構成率でみると、指定を

前提とした教習所で指導を受けた者では「熱心に教えてくれた」が66.4％、「わかりやす

く教えてくれた」が63.9％、「親切に教えてくれた」が56.7％と他の教習所種別と比較す

ると多い。 

 

指導員の教え方が「よかった」と答えた人だけが記入してください。（2,525人） 

問6－11－1 その理由は？（あてはまるものにいくつでも○印をつけてください。） 

 

 

－９１― 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－９２－ 



教習車両の整備状況 

教習車両の整備状況では、指定を前提とする教習で指導を受けた者の60％がよかったと

答えている。 

問6－12 教習車両の整備状況は？（3,989人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－９３－ 



非指定教習所に対する不満 

教習所又は個人指導員に不満を持っていると答えた者について、その理由をみると、「な

かなか試験に合格しない」と答えたのが、コースを有しない教習所と個人指導員に指導を

受けた者に多く、それぞれ31.2％と30.5％である。 

 

指導を受けた教習所又は個人指導員に対し、不満を持ったことが「ある」と答えた人だけが記

入してください。（870人） 

問6－13－1 その理由は？（あてはまるものにいくつでも○印をつけてください。） 

 

 

－９４－ 
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－９６－ 



学科の勉強方法 

学科の勉強は、指定を前提とする教習所では「運転の指導を受けた所」で勉強をした者

が多く68％である。その他の教習所では約80％が「自分で」と答えている。 

 

問８ 学科の勉強は主としてどのような方法でしましたか。（１つだけ○印をつけてください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－９７－ 



学科試験のための参考書 

学科の勉強に使った参考書は「学科教本」が多いが、特に指定を前提とする教習所では

91％と多い。 

 

問９ 学科の勉強に使った参考書は、次のうちのどれですか（あてはまるものに、いくつでも○

印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

－９８－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－９９－ 



仮免許学科試験の受験回数 

仮免許の学科試験の受験回数は、指定を前提とする教習所で指導を受けた者は「１回」

が85％と多い。 

 

問10 仮免許の学科試験に合格するまでの受験回数は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１００－ 



仮免許技能試験の受験回数 

仮免許の技能試験受験回数は、指定を前提とする非指定教習所で指導を受けた者の50％

が３回で合格している。他は30～40％である。 

 

問11 仮免許の技能試験に合格するまでの受験回数は（公認の教習所で修了検定を受けた人はそ

の回数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１０１－ 



本免許学科試験の受験回数 

本免許の学科試験受験回数は、指定を前提とする教習所で指導を受けた者の87％が「１

回」であり、他の教習所は70％前後である。 

 

問12 本免許の学科試験に合格するまでの受験回数は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１０２－ 



本免許技能試験の受験回難 

本免許の技能試験受験回数は、指定を前提とする教習所で指導を受けた者の63％が「１

回」であり、コースを有しない教習所と個人指導員に指導を受けた者は約30％である。 

 

問13 本免許の技能試験に合格するまでの受験回数は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１０３－ 



免許取得に要した費用 

免許取得に使用した費用を15万円未満の者について比べると、非指定教習所と指定を前

提とした教習所に指導を受けたのが、それぞれ71％と69％、個人指導員とコースを有しな

い教習所に指導を受けたのが、それぞれ39％である。 

 

問14 あなたが、今日までに使った費用はどれ位ですか（交通費、試験手数料等は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１０４－ 



頭初予定額との違い 

免許取得に費した金額が最初の「予定よりも多い」と答えたのは、コースを有しない教

習所で指導を受けた者が最も多く51％である。 

問15 その金額は最初の予定とくらべてどうですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１０５－ 



4－5 調査結果のクロス集計 

本節では男性について、設問間でクロス集計を行ったものについて述べる。 

過去の取得免許の有無と指定教習所を卒業しなかった理由 

過去に普通車を運転できる免許を持っていて、今回指定教習所を中途で退所した者の主

な理由は「自信がつき合格すると思った」が43％で、次に「費用がかかりすぎる」が28％

である。免許を持っていなかった者の主な理由は「費用がかかりすぎる」が31％、「教習

期間内に終了しなかった」が19％である。 

 

図4－2 過去に普通車を運転できる免許の取得有無と指定教習所を卒業しなかった理由（男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１０６－ 



過去の取得免許の有無と指定教習所に入所しなかった理由 

過去に普通車を運転できる免許を持っていて、今回、指定教習所に入所しなかった者の

入所しない理由は主として「過去に免許を持っていたので行くまでもないと思った」が46％、

「時間内に通うことができなかった」が21％、「料金が高い」が19％である。免許を持っ

ていなかった者の入所しない理由の主なものは「料金が高い」が28％、「期間内に通うこ

とができなかった」が22％である。 

 

図4－3 過去に普通車を運転できる免許の取得有無と指定教習所に入所しなかった理由（男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１０７－ 



過去の取得免許の有無と仮免許取得までの技能教習時間 

過去に普通車を運転できる免許を持っていた者の非指定教習所での仮免許取得までに受

けた技能教習時間数は「５時間以内」が34％、「５～10時間」が22％で、56％の人が10時

間以内である。免許を持っていなかった者の教習時間は「５時間以内」は6％、「５～10

時間」は8％で、56％の人が25時間以内である。 

 

図4－4 過去に普通車を運転できる免許の取得有無と非指定教習所での仮免許取得までに受けた

技能教習時間（男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１０８－ 



過去の取得免許の有無と仮免許取得後の技能教習時間 

過去に普通車を運転できる免許を持っていた者の非指定教習所での仮免許取得後の技能

教習時間数は「5時間以内」が25％、「5～10時間」が21％で、46％の人が10時間以内であ

る。免許を持っていなかった者の教習時間は「5時間以内」が12％、「5～10時間」が21％

で、10時間以内は33％である。 

 

図4－5 過去に普通車を運転できる免許の取得有無と仮免許取得後非指定教習所での技能教習 

時間（男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１０９－ 



過去の取得免許の有無と路上指導の日数 

過去に普通車を運転できる免許を持っていた者の親兄弟・友人等による路上指導の日数

は「７日以内」が79％である。免許を持っていなかった者の「７日以内」は67％である。 

 

図4－6 過去に普通車を運転できる免許の取得有無と親兄弟・友人等による路上指導の日数 

（男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１１０－ 



指定教習所に入所しなかった理由と免許取得に要した費用 

指定教習所に入所しなかった理由と免許取得に要した費用との関係は「行くまでもない

と思った」者の58％が「５万円以内」、「料金が高い」と答えた人の50％が、同じく「５

万円以内」である。また、「行くまでもない」と思った者の31％は「全然使わない」と答

えている。 

 

図4－7 指定教習所に入所しなかった理由と、免許取得に要した費用（男） 

 

 

－１１１－ 



指導を受けた時間帯と期間 

非指定教習所で技能指導を受けた主な時間帯と指導を受けた時間ζの関係は「8時～正

午」に指導を受けた者の67％、「正午～５時」の人の64％が「２ケ月以内」であるが、午

前８時前」や「午後7時以降」の者は、それぞれ40％、43％が「２ケ月以内」と少ない。 

 

図4－8 非指定教習所での技能指導を受けた主な時間帯と指導を受けた期間（男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１１２－ 



指導を受けた間隔と期間 

非指定教習所での技能指導を受けた間隔と指導を受けた期間との関係は、間隔をあけな

い方が期間が短い傾向にある。「ほとんど毎日」指導を受けた者は71％が、「２日に１回

位」の人は59％が、「３日に１回位」の人は43％が、「４日以上」の人は38％が、「一定

していなかった」者は34％が「２ケ月以内」である。 

 

図4－9 非指定教習所での技能指導間隔と指導を受けた期間（男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１１３－ 



指導を受けた１日の最大時間数と期間 

非指定教習所で１日に技能指導を受けた最大時間数と指導を受けた期間の関係は、期間

「３ケ月以内」で比較すると、１日に受ける時間数に正比例して、３ケ月以内で練習が終

了する者の割合が大きくなっている。しかし「５時間以上」では、若干小さくなっている。 

 

図4－10 非指定教習所で１日で技能指導を受けた最大時間数と指導を受けた期間（男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１１４－ 



指導を受けた１日の最小時間数と期間 

非指定教習所で１日に技能指導を受けた最小時間数と指導を受けた期間の関係は、１日

に受ける時間数に正比例して、一定期間で練習が終了する者の割合が大きい。 

 

図4－11 非指定教習所で１日で技能指導を受けた最小時間数と指導を受けた期間（男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１１５－ 



指導を受けた1日の最大時間数と最小時間数 

非指定教習所で1日に技能指導を受けた最大時間数と最小時間数の関係は、最大時間数の

長い者は最小時間数も長い傾向にある。 

 

図4－12 非指定教習所で１日で技能指導を受けた最大時間教と時小時間数（男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１１６－ 



指導を受けた時間帯と間隔 

非指定教で指導を受けた時間帯と指導を受けた間隔は、午前中の早い時間帯の者ほど間

隔が短い。時間帯が一定しなかった者の中31％は間隔も一定していなかった。 

 

図4－13 非指定教習所での指導を受けた時間帯と間隔（男） 

指導を受けた間隔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１１７－ 



指導員の教え方と不満 

非指定教習所での指導員の教え方が「よかった」と答えた者でも教習所へ対する不満が

ある。 

指導員が「よかった」と答えた人の不満は「なかなか合格しない」「教習車両が悪い」

「約束した時に教習が受けられない」等の不満が大きい。指導員の教え方「あまりよくな

い」「非常に悪かった」と答えた者の教習所への不満は「指導員等の質が悪い」「なかな

か合格しない」「教習車両が悪い」等の不満がある。 

 

－１１８－ 

表４－１ 非指定教習所での指導員の教え方と不満 

図４－１４ 非指定教習所での指導員の教え方と不満（男）

回答構成比（重答） 



仮免前と仮免後の指導を受けた時間数 

親兄弟・友人等に指導を受けた者の仮免許取得前の練習時間数と取得後の練習日数の関

係は「０～15時間」の者の日数は、時間数と特に関係はない。しかし「15時間以上」の者

は仮免許取得後の日数も多い。 

 

図4－15 親兄弟・友人等に指導を受けた仮免許取得前の時間数と仮免許取得後の日数（男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１１９－ 



学科の勉強方法と参考書 

学科の勉強方法を使用した参考書の関係は「親兄弟等」に指導を受けた者の42％が、「学

科塾のような所」で指導を受けた者の40％が、「自分で」勉強した者の38％が「試験問題

集」を使っている。「運転技能の指導を受けた教習所又は個人指導員」に指導を受けた者

の36％が「学科教本」を使っている。 

 

図4－16 学科の勉強方法と使用した参考書（男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１２０－ 



免許取得に要した費用と最初の予定 

免許取得に要した費用と最初の予定の関係は、使った金額が多くなる程予定より多いと

答えている。 

図4－17 免許取得に要した費用と最初の予定（男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１２１－ 



第５章 ま と め 

 

この調査研究は、昭和55年中の全国の普通免許一般受験の合格者数12万人のうち約6,000人の協

力を得てアンケート調査を行った結果と昭和54年中に普通免許を取得した指定教習所卒業者を含

む初心運転者の免許取得後１年間の事故・違反の実態をとりまとめたものである。 

分析結果の主なものを要約すると次のとおりである。 

○ 事故・違反について 

（1） 事故・違反の実態について、サンプルとして得られた総数は2,304,072人である。これは、

併記免許者を含み取消処分者を除いたものである。 

（2） 練習区分（指定教習所、非指定教習所、賃コース、その他）別に男性の人身事故について

事故者率を比較すると、指定教習所は2.86％、非指定教習所は3.39％、賃コースは3.02％、

その他は2.83％である。 

（3） 同様に女性の事故者率を比較すると、指定教習所は0.93％、非指定教習所は1.14％、賃コ

ースは1.07％、その他0.89％である。 

（4） 初回事故時の違反内容は、安全運転義務違反が多く男性は58.9％、女性は56.2％である。

男女共に徐行、優先通行、信号無視の違反が多い。 

また、男性では酒気帯び、女性では歩行者保護違反が多い。特に、賃コースで練習した者

は男女共に信号無視、徐行、追越し等の違反が目立つ。 

（5） 練習区分別に男性の違反者率を比較すると、指定教習所は36.4％、非指定教習所は42.0％、

賃コースは42.2％、その他は42.7％である。 

（6） 同様に女性の違反者率を比較すると、指定教習所は11.0％、非指定教習所は13.2％、賃コ

ースは13.6％、その他は11.3％である。 

（7） １年間に３回以上の違反をした者を男性について比較すると、指定教習所は6.0％、非指定

教習所は7.8％、賃コースは7.9％、その他は8.5％である。 

（8） 初回違反の内容は、速度違反が目立って多く男性は26.9％、女性は21％である。また男性

は女性と共に通行禁止、徐行等の違反が多い。 

（9） 取消処分者の原因は、違反が60～70％、傷害事故が20～30％、死亡事故が3～6％である。 

（10）事故と違反の関係を事故１回者についてみると違反回数の多い者ほど事故者率が高くなっ 

ている。 

○ アンケート調査結果について 

（11） アンケート調査の有効サンプル数は6,178人で男性が約75％である。 

（12） 普通免許を取得する目的は、男性は「仕事」が、女性は「通勤・通学」、「買物・用足し

等」が多い。 

 

 

 

 

－１２２－ 



職業別では、自営業、農林・漁業、自由業は「仕事」が多い。公務員、団体職員は「通勤・通

学」が、主婦は「買物・用足し等」が多い。 

（13）車の運転頻度は、男性は「ほとんど毎日」が62％、女性は42％である。職業別では自営 

業、自由業、農林・漁業等は「ほとんど毎日」が多い。 

（14）仮免許学科試験の受験回数は、男性は１回が74％、女性は78％である。 

（15）仮免許技能試験の受験回数は、男性は59％が、女性は41％が４回以内であるσ 

（16）本免許学科試験受験回数は、男性、女性共に「１回」が約70％である。 

（17）本免許の技能試験回数は男性は「１回」が45％、女性は34％である。 

（18）免許取得に要した費用は男性は「５万円以内」は35％、女性は5％である。 

（19）コースを有しない教習所の多いのは、関東、北海道、四国でそれぞれ53％、42％、32％で

ある。個人指導員は北海道、東京、関東、四国に多く、それぞれ30％、28％、27％、27％で

ある。 

（20）親兄弟、友人等に技能指導を受けた時の練習場所は「空地・広場」が多いのは九州、中国、

近畿に、「免許試験場のコース」は四国、北海道に多い。 

（21）免許を取得する目的は、親兄弟・友人等に指導を受けた者は「仕事」が多く、72％であ 

る。 

（22）運転頻度は、親兄弟・友人等に指導を受けた者に「ほとんど毎日」が多く79％である。 

（23）現在何等かの免許を持っているのは27.4％で、原付免許と二輪免許が多い。 

（24）過去に普通車を運転できる免許を持っていることがある者は31.3％で、普通免許が多い。

免許を失った理由は、取消しを受けた者が79％である。 

（25）過去の免許を失ってから今までの期間は１年以上２年未満が多い。 

（26）指定教習所で指導を受けたことがある者は13.0％である。卒業しなかった理由は「費用が

かかりすぎる」、「自信がつき合格すると思った」、「教習期間内に教習が終了しなかった」

が多く、58％の者は仮免許取得後に退所している。 

（27）指定教習所に入所しなかった者の入所しない理由は「時間内に通うことができなかった」、

「料金が高い」、「行くまでもないと思った」、「近くになかった」等の理由が多い。 

（28）非指定の教習所や個人指導員から指導を受けた者は68％である。 

（29）非指定教習所等で指導を受けた期間は全体で「２ケ月未満」が54％である。 

（30）非指定教習所等で指導を受けた時間帯は、午前８時から正午が27％、正午から午後５時が

25％である。 

（31）非指定教習所等で指導を受けた間隔は、「ほとんど毎日」が52％である。 

（32）非指定教習所等で１日で一番多く指導を受けた時間数は「2時間位」が最も多い。また１日

で一番少く指導を受けた時間数は「1時間位」が最も多い。 

（33）仮免許を取得するまでに非指定教習所又は個人指導員から指導を受けた時間数は18時間未

満は31％である。仮免許取得後で11時間未満は53％である。 
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（34）非指定教習所等の指導員の「教え方がよかった」と答えた者と「まあまあであった」と答

えた者の合計は94％である。 

その理由は「わかりやすく教えてくれた」、「熱心に教えてくれた」が多い。 

（35）非指定教習所等の教習車両の整備状況は「よかった」と「普通」を加えると93％である。 

（36）非指定教習所等に不満を持っている者の主な理由は「なかなか試験に合格しない」、「約

束した時に教習が受けられない」、「指導員や職員の質が悪かった」が多い。 

（37）親兄弟・友人等から運転の実地指導を受けたことがある者は61.4％である。 

（38）仮免許を取得するまでに親兄弟・友人等に指導を受けた時間数は「10時間未満」が31％で

ある。又、仮免までは指導を受けなかった者は50％である。仮免許を取った後に指導を受け

た日数は「５日」が42％である。 

（39）学科の勉強方法は「自分で」が78％である。また勉強に使用した本は、学科教本、試験問

題集、交通の教則の順に多い。 

○ クロス集計結果について 

（40）過去に普通車を運転できる免許を持っていて、今回指定教習所を中途退所した者の主な理

由は「自信がつき合格すると思った」が多い。また、指定教習所に入所しなかった者の主な

理由は「過去に免許を持っていたので行くまでもないと思った」が多い。 

（41）過去に普通車を運転できる免許を持っていた者の非指定教習所での仮免許取得までの技能 

教習時間は、56％の者が10時間以内、持っていなかった14％の者が10時間以内である。 

仮免許取得後の時間は、持っていた者の46％が10時間以内、持っていない者の33％が10時

間以内である。 

（42）非指定教習所で技能指導を受けた主な時間帯と指導を受けた期間との関係は、日中（午前 

８時～午後５時）の者が早朝や夜間の者よりも期間が短い。 

（43）非指定教習所での技能指導を受けた間隔と指導を受けた期間との関係は、間隔が短い方が

期間も短いという傾向にある。 

（44）非指定教習所での１日に受けた最大時間数と最小時間数の関係は、最大時間数の長い者は

最小時間数も長い傾向にある。 
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